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モミジガサの半促成栽培における保温開始時期及び株冷蔵による促成栽培
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は   し  め  に

近年食生活の多様化に伴い山菜類の需要が高まり,そ の

中には東北地方の特産として,すでに中央卸売市場で流通

している種類や今後有望と考えられる種類も少なくない。

そこで山菜 も野菜の一つとして栽培化の検討が必要であり,

これまでモミジガサやクサッテッについて検討してきた。
ここではキク科の多年草で通称シドケと呼ばれるモミン

ガサについて,そ の作期拡大を図るための早出し栽培技術

として,半促成栽培の保温開始時期 (自 然状態での休眠の

破れる時期 )の検討及び収穫期を更に早める株冷蔵による

休眠打破法について検討したのでその結果を報告する。

試  験  方  法

1 半促成栽培の保温開始時期試験

昭和53年 ,保温開始時期 (入室時期 )を ,■月10日 ,11
月22日 ,12月 2日 ,12月 14日 ,12月 22日 , 1月 13日 , 1月

22日 の 7区。供試根株は前年 12月 10日播種,6月 1日 定植

の実生株,Δ 区10本重210夕 ,3区 10本重 140夕 のものを用い

た。昭和54年 ,保温開始時期 (入室時期 )を ,10月 5日 ,

表 1 保温開始時期と発芽生育 (853)

11月 10日 ,11月 20日 ,11月 30日 ,12月 10日 ,12月 20日 ,12
月 31日 , 1月 10日 , 1月 211日 の 9区 で実施。供試根株はさ

し木 1年苗,10本重ω夕のものを用いた。両年供,ハウス内

に床幅110m,条 間150,深 さ10●2の植溝を作 り,芽の深

さ4`2,1条に12本 ,各時期に露地から掘上げて植付した。

被覆保温はハウスビニール+(シ ルバービニール■ビニー

ルの トンネル)+ポ リエテレンの畦上平がけ, とした。

2 株冷蔵栽培試験

昭和53年,11月 10日 入室株冷 10日 ,11月 22日 入室株冷 10

日,11月 22日 入室株冷20日 ,12月 2日 入室株冷20日 ,12月

2日 入室株冷 31日 ,12月 14日 入室株冷∞日,12月 14日 入室

株冷 40日 の 7区。供試根株は53年半促成栽培試験 と同一。

昭和54年,■月
'日

入室株冷 35日 ,11月 30日 入室株冷20日 ,

12月 10日 入室株冷∞日の 3区 。冷蔵温度は 0℃ ± lC,植
け方法,被覆保温方法は半促成の試験 と同じ。

試 験 結 果 及 び 考 察

1 半促成栽培試験

(1)53年 の試験では表 1の とおり,11月 10日 ,11月 22日

入室区は特に発芽伸長が不良であった。12月 2日 ,12月 14

(2区平均 )

日,12月 22日 入室区と遅 くなるに従い次第に発芽,伸長が

良好となり, 1月 13日 入室区と1月 20日 入室区が最 も良好

であった。

●)54年 も図 1の とおり53年 と同様の傾向で,11月 30日

入室区以前の各区は 3月 24日 の調査日まで全 く発芽がみら

れず,露地より遅い 5月 に発芽し,発芽後の生育 も正常で

なかった。12月 10日 ,12月 20日 入室区で次第に発芽数 も増

え,12月 31日 入室区では発芽 も茎イ申長 もかなり良好 となっ

た。最 も発芽,茎の伸長の優れた区は 1月 10日 入室区と 1

月20日 入室区であった。 図 :
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(31 収獲到達 日は53年 1月 13日 入室区で 3月 5日 ,54年

1月 10日 入室区で 3月 11日 であった。

以上か らモ ミジガサは露地状態では11月 末頃まで深い休

眠状態にあるものと思われ,12月 上旬頃より徐々に体眠が

破れ始め, 1月 10日 前後には完全に休眠が破れるもの と思

われる。半促成栽培ではこの時期が保温開始時期の早限で

あり3月 上旬から収穫が可能 と考えられる。

表 2 株冷蔵日数 と発芽生育 (S53)

2 株冷蔵栽培試験

(1)53年 ,冷蔵期間の短い区ほど発芽も茎伸長も不良で

あった。株冷30日区と株冷 40日 区が発芽,茎伸長が優れ,

形状等は半促成栽培の 1月 13日 , 1月 22日 入室両区と同等

で実用的と認められた。冷蔵期間が同一でも, 10月 30日 入

庫各区よりも,やや遅いHtt lll日 入庫各区が若手発芽,茎

伸長がよい傾向がみられた。

(2区平均 )

3 半促成栽培の休眠打破に影響する低温の程度

休眠打破には株冷蔵が効果的なことからも低温が関与す

ることが明らかであるが ,ど の程度の低温が有効なものか

考察してみた。株冷蔵試験では0℃ 前後で約 700～ 900時

間で休眠が打破 されている。半促成栽培で休眠打破の行わ

れる 1月 10日 頃では,OC以下300時間, 3℃以下500～

600時間ぐらいの遭遇時間しかないことから, もっと上の

段階の低温も休眠打破に作用しているものと思われる。半

促成栽培で休眠が破れる 1月 10日 頃で,5℃以下低温遭遇

時間は800～ 900時間である。これは株冷蔵の場合の休眠

注  1,3,5,7区 は 10月 入庫,2,

12)54年 ,■月 10日 入庫株冷 20日 区は発芽が不良であっ

た。人庫時期の早い,10月 4日 入庫株冷 35日 区は発芽は行

われたが,そ の曖座止症状となり,両区とも実用性が認め

られなかった。11月 lll日 入庫株冷

“

日区は前年同様 ,発
芽,茎伸長が良好であった。

以上からモミジガサの休眠打破には根株の冷蔵が有効で

0℃ ± 1℃ で31～ 40日冷蔵がよいと思われる。しかし入庫

時期が早すぎても休眠打破の効果が少なく,入庫時期は11

月上旬頃が適当と思われる。入庫時期が早いと発芽伸長が

不良となる原因については今後更に検討が必要と思われる。

表 3 低温遭遇時間と茎の伸長 (h一時間 )
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打破の行われる700～ 900時間とはば一致し, 5℃ 以下の

低温は恒常的 0℃ とほぼ匹敵する効果をもつ ものと想定 さ

れる。従って半促成栽培における,保温開始時期 として ,

5℃以下の低温遭遇時間を積算 し,おおよそ 800時間 ～ 9

00時 間を目安 とすればよいものと思われる。

ま   と   め

モ ミジガサは露地では 1月 上旬頃休眠が破れこの時期が

半促成栽培での保温開始時期の早限となることが判明した。

休眠が破れる時期の把握に 5℃ 以下低温遭遇時間が目安に

できるとみられ,800時間～ 900時間で休眠が破れるもの

と思われる。

株冷蔵による休眠打破 も有効で,0℃± lCの温度で30

～411日 冷蔵がよく,入庫時期は11月 上旬がよいと思われた。

以上により収穫期は露地に比較し半促成で約 2カ月,株

冷蔵では3カ月近 く早出しが可能である。


